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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第７区分
【発行日】平成24年2月23日(2012.2.23)

【公開番号】特開2011-116566(P2011-116566A)
【公開日】平成23年6月16日(2011.6.16)
【年通号数】公開・登録公報2011-024
【出願番号】特願2011-61206(P2011-61206)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｇ  39/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ６５Ｇ  39/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月6日(2012.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定軸がローラ本体から突出し、前記ローラ本体内にモータが内蔵されていて前記モー
タを回転させることによってローラ本体が固定軸に対して回転するモータ内蔵ローラにお
いて、前記固定軸の少なくとも一方が中空であり、固定軸内又は固定軸端に固定側コネク
タ片が設けられ、別途用意した自由側コネクタ片を前記固定側コネクタ片に接続すること
によりローラ本体の内外を電気的に導通可能であり、さらに前記固定軸又は固定側コネク
タ片には自由側コネクタ片の脱落を防止する軸側係合部が設けられ、自由側コネクタ片の
一部が軸側係合部に機械的に係合可能であることを特徴とするモータ内蔵ローラ。
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